
2022 年 5 月 18 日 

ボート部 監督 井出健二 

顧問  藤川浩史 

 主将  岡部政憲   

文責 二宮由紀子 

 

第 100 回全日本選手権 今治造船ボート部 遠征報告書 

 

題記遠征につきまして、以下の通り御報告申し上げます。 

 

日程：2022 年 5 月 12 日～15 日 

場所：東京都江東区 (海の森水上競技場) 

 

【試合内容詳細及び順位】 

●男子クォドルプル 木村・越智・岡部・御手洗 優勝(2005 年の創部以来初) 

 

5 月 12 日 大会 1 日目 予選 

 

 

5 月 14 日 大会 3 日目 準決勝 

 
 



5 月 15 日 大会 4 日目 決勝 

 

 

【内容及び所見】 

5 月 12 日～15 日、東京都・海の森水上競技場にて「第 100 回全日本選手権大会」が開催さ

れ、当社ボート部の男子クォドルプル (木村・越智・岡部・御手洗)が優勝、2005 年の創部

以来初の快挙を成し遂げました。 

 

本大会はボート競技において国内最高峰の大会であり、男子クォドルプル種目には社会

人・学生を問わず全国各地より 18 クルーが参加しました。本大会は東京オリンピックで使

用された海の森水上競技場で行われ、海のコース特有の天候・水面コンディションへの対

応が試合の結果を大きく左右しました。風の強いコンディションで予想外のアクシデント

に苦しむクルーも多い中、今治造船クルーは高い技術力を生かして安定した漕ぎを見せま

した。決勝では 1000m 地点で既に後続艇と 4 秒の差をつけ、その後も学生クルーが猛追す

る中、終始伸びのあるリラックスした漕ぎを保ちました。2 位との差を 6 秒に伸ばしてゴー

ルするや否や、それぞれの選手がガッツポーズしたり、艇上に立ち上がったりして喜びを

表現しました。 

 

今シーズンの当社ボート部の飛躍の背景としては、会社にご理解を頂き広島県福山市での

合宿の機会を複数回頂いたことや、今治市内のジム「ランクアップ」にて重点的に筋力ト

レーニングを行ったことが挙げられます。福山市での合宿はラフコンディションへの対策

として、また 2000m レースへの対策として功を奏しました。また、「ランクアップ」にて

ボート競技に特化した筋力トレーニングを実施したことで中盤～後半にかけての強さが培

われたと考えられます。試合期間中のコンディショニングの面ではクローバー整骨院(今治

市中日吉町)の矢野澄江代表に専属トレーナーとしてお越し頂き、最後まで体調面での違和

感なく試合に臨むことができました。 

 

2005 年の創部以来初の優勝は、これまで当社ボート部に携わってきた多くの方々の願いを



実現する結果であると思います。創部からの 17 年、届きそうで届かなかった全日本選手権

優勝を達成したことは偏に会社の皆様のご理解と、業務をはじめとするご配慮があったか

らこそ成し遂げられたことであり、部員一同深く感謝しております。 

 

次戦としては国体の県内選考が 5 月 28 日(土)に行われます。全国レベルの大会では第 72

回全日本選手権社会人選手権大会が 7 月 2 日(土)～3 日(日)の日程で埼玉県戸田市の戸田ボ

ートコースにて開催されます。引き続き応援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

【本大会でのトピックス】 

本大会は新型コロナウイルス発生が確認されて以来、3 年ぶりの有観客大会として開催され

ました。これまで当社ボート部が大事にしてきたブログファンとの交流が 3 年ぶりに実現

しました。また、当社ボート部が選手主体で運営している各種 SNS には連日多数のコメン

トを頂き、試合に向かう選手たちの大きな支えとなりました。 

 

 



 

 

●Twitter での日本一の報告に対して非常に多くのメッセージを頂きました。(全部掲載) 



     

      

        



   

   

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●Twitter 経由でファンの方に写真を頂くこともあります。頂いた写真は許可を得て活用さ

せて頂いております。以下は、宇治川直輝(@7070_iji)様撮影の写真です。 

 

 


